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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  各湾曲方向に対して操作性良く、観察に適し
た湾曲性能を有する内視鏡装置を実現する。
【解決手段】  内視鏡装置１は、細長な挿入部２ａの湾
曲部１２から延出した湾曲操作ワイヤ３２を牽引弛緩し
て前記挿入部２ａの前記湾曲部１２を湾曲動作させる電
動装置１６を有して構成される。この電動装置１６は、
前記湾曲部１２を電動で湾曲駆動するモータユニット４
７を有している。このモータユニット４７は、前記湾曲
部１２の湾曲動作方向に応じて２個設けてあり、一方を
湾曲上下方向用モータユニット４７ａ、他方を湾曲左右
方向用モータユニット４７ｂとしている。これら湾曲上
下方向用モータユニット４７ａ及び湾曲左右方向用モー
タユニット４７ｂは、前記湾曲部１２の湾曲方向に対す
る湾曲動作特性に応じて、それぞれのモータの動作特性
が設定されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  湾曲操作ワイヤを牽引弛緩して内視鏡挿
入部の湾曲部を湾曲動作させるモータを備え、
このモータは、前記湾曲部の湾曲動作方向に応じて少な
くとも２個備え、且つ前記湾曲部の湾曲方向に対する湾
曲動作特性に応じて、それぞれのモータの動作特性を設
定したことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡装置、更に
詳しくは内視鏡挿入部の湾曲部を湾曲動作させるモータ
に特徴の有る内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡装置は、医療用分野及び工
業用分野で広く用いられる。工業用分野に用いられる内
視鏡装置は、細長の内視鏡挿入部をジェットエンジン内
や発電所の配管などへ挿入して、被検部位の観察や各種
処置を行うものである。
【０００３】一般に、内視鏡装置は、細長の内視鏡挿入
部に湾曲自在な湾曲部を設けている。前記内視鏡装置
は、湾曲部内に挿通した湾曲操作ワイヤなど牽引部材を
牽引弛緩させることによって、湾曲部を湾曲動作させる
ようになっている。また、近年、内視鏡装置は、湾曲部
を湾曲させる湾曲操作の省力化を狙い、コントローラを
用いて湾曲操作することにより、湾曲操作ワイヤなど牽
引部材を電動で牽引弛緩し、湾曲部を湾曲動作させるも
のがある。
【０００４】このような内視鏡装置は、例えば、米国特
許ＵＳＰ５３７３３１７号公報に記載されているように
挿入部及びこの挿入部の基端側に設けたコントローラで
構成されたものが提案されている。前記内視鏡装置は、
前記コントローラにモニタや湾曲制御用のモータ、基板
を備えた操作部を有して構成されている。前記内視鏡装
置は、前記コントローラを操作することで、電動により
湾曲部の湾曲操作を行うものである。また、内視鏡装置
は、例えば、米国特許ＵＳＰ４９４１４５４号公報に記
載されているように湾曲制御用のモータの配置図などが
開示されている。
【０００５】また、上記公報に記載されていないもの
の、これら従来の内視鏡装置は、通常、湾曲制御用のモ
ータとして同出力のモータを２個（湾曲上下方向用、湾
曲左右方向用）配置し、湾曲動作を行っている。
【０００６】また、内視鏡装置は、撮像系は勿論のこ
と、内視鏡挿入部の挿入長や径において様々なバリエー
ションがある。特に、径の太い内視鏡挿入部を有する内
視鏡装置は、鉗子等を挿通するチャンネルや、送気送水
をするための送気送水チャンネルや太いライトガイドな
どの内臓物を挿通配置している。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
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来の内視鏡装置は、内視鏡挿入部内の径方向に対して、
上記挿通配置されているチャンネルなどの内臓物が偏心
した位置にある。このため、従来の内視鏡装置は、上
下、左右方向で湾曲力量や湾曲部を湾曲させるための湾
曲操作ワイヤの力量、牽引量に差が出てくる。
【０００８】即ち、従来の内視鏡装置は、湾曲制御用の
モータとして同出力のモータを２個配置して構成されて
いると、ある所定の方向において湾曲時の負荷が低いた
め、湾曲操作において、過剰な性能を有していた。従っ
て、従来の内視鏡装置は、湾曲制御用のモータとして大
型のモータを配置しているので、大型化、重量過多とな
る問題があった。
【０００９】特に、挿入部径方向において、上下方向に
撮像系、ライトガイド又はチャンネルを挿通配置してい
る内視鏡装置は、上下方向の湾曲力量、牽引量が大き
く、左右方向の湾曲力量、牽引量が小さいという問題が
あった。このため、上下方向に合わせ、同出力のモータ
を２個配置して構成した内視鏡装置は、左右方向で過剰
な湾曲力量、牽引量となる。
【００１０】一方、湾曲方向で湾曲負荷が異なる内視鏡
装置は、同じモータで同じ駆動をさせると、各方向の湾
曲動作がその湾曲負荷の大小により異なってくるという
問題があった。例えば、前記内視鏡装置は、配置してい
るモータを一定のパルスにより駆動をする場合、湾曲負
荷の高い方向で遅く且つパワーのない湾曲動作であり、
湾曲負荷の低い方向で速く且つ、パワーのある湾曲動作
となる。この場合、前記内視鏡装置は、各方向の湾曲速
度が異なり、操作感が一定せず、検査が困難である。一
方、前記内視鏡装置は、配置しているモータを各方向の
パルス仕様を変えるように構成すると、プログラムが煩
雑、肥大化し、より大きな記憶容量の機構が必要とな
る。
【００１１】本発明は、これらの事情に鑑みてなされた
ものであり、小型軽量化可能で、各湾曲方向に対して操
作性良く、観察に適した湾曲性能を有する内視鏡装置を
提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明の内視鏡装置は、湾曲操作ワイヤを牽引弛緩
して内視鏡挿入部の湾曲部を湾曲動作させるモータを備
え、このモータは、前記湾曲部の湾曲動作方向に応じて
少なくとも２個備え、且つ前記湾曲部の湾曲方向に対す
る湾曲動作特性に応じて、それぞれのモータの動作特性
を設定したことを特徴としている。この構成により、小
型軽量化可能で、各湾曲方向に対して操作性良く、観察
に適した湾曲性能を有する内視鏡装置を実現する。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図１０は本発明の第１
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の実施の形態に係り、図１は本発明の第１の実施の形態
の内視鏡装置の全体構成を示す全体構成図、図２は図１
の内視鏡挿入部及びこの内視鏡挿入部の先端部に取り付
けられる光学アダプタを説明する説明図であり、図２
（ａ）は内視鏡挿入部及び光学アダプタの断面図、図２
（ｂ）は同図（ａ）のＡ－Ａ線断面図、図３は図１の収
納ケースの内部空間に内蔵物を配置したドラム部を説明
する透視図、図４は電動装置を構成するベース本体を示
す説明図であり、図４（ａ）は図３のＢ矢視図、図４
（ｂ）は同図（ａ）のＣ－Ｃ線断面図、図５は図４
（ａ）の口金付近の拡大図、図６はベース本体の配置固
定付近を示す説明図であり、図６（ａ）はベース本体の
略全体構成を示す断面図、図６（ｂ）は同図（ａ）の仕
切り部材を説明する拡大断面図、図７は電動装置の構成
を説明する説明図であり、図７（ａ）は図６（ａ）のＥ
－Ｅ線断面図、図７（ｂ）は図６（ａ）のＤ－Ｄ線断面
図、図８はベース本体に設けられる方向変換手段の構成
を説明する説明図であり、図８（ａ）は方向変換部の具
体的構成を示す平面図、図８（ｂ）は同図（ａ）の側面
断面図、図９は本実施の形態のモータユニットの具体的
構成を示す説明図であり、図９（ａ）はモータユニット
の平面図、図９（ｂ）は同図（ａ）の側面図、図１０は
本発明の第１の実施の形態の作用を説明する説明図であ
る。
【００１４】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の内視鏡装置１は、柔軟性を有する細長の挿入部２ａ
を備えた工業用内視鏡（以下、単に内視鏡という）２
と、この内視鏡２の前記挿入部２ａを外周面部３ａに巻
き取る円筒形状のドラム部３と、このドラム部３を回動
自在な状態で保持するフレーム部４と、このフレーム部
４の上端に設けられ、各種スイッチ及びコネクタ類や給
排気用ダクトを配置したフロントパネル５と、このフロ
ントパネル５にケーブルを介して着脱自在に接続される
リモートコントローラ（以下、リモコン）６と、伸縮式
のポールに回転自在に支持されたモニタ７と、収納され
る機器に加わる衝撃力を抑える緩衝材等を備えた収納ケ
ース８と、前記フロントパネル５に接続され、商用電源
を供給可能なＡＣケーブル５ａとから構成される。前記
収納ケース８は、ケース本体を形成する底体８ａと蓋体
８ｂから構成されている。
【００１５】前記内視鏡２の挿入部２ａは、前記フロン
トパネル５から座屈防止用のゴム部材５ｂを介して延出
している。この挿入部２ａは、先端側から順に、硬性の
先端本体部１１と、この先端本体部１１の後端に設けら
れ、この先端本体部１１を所望の方向に向ける湾曲自在
な湾曲部１２と、細長で柔軟性を有する可撓管部１３と
が連設して構成されている。
【００１６】前記ドラム部３の空間内部には、前記内視
鏡２の照明光伝送手段としてのライトガイドに照明光を
供給する光源部１４及び前記内視鏡挿入部２ａの先端本
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体部１１に設けた後述の撮像素子に対する信号処理を行
うＣＣＵ１５と、前記内視鏡挿入部２ａの湾曲部１２を
電動で湾曲駆動する駆動機構を備えた電動装置１６と、
前記リモコン６の操作指示信号に基づき、前記電動装置
１６を駆動制御して前記湾曲部１２の湾曲状態を制御す
る電動湾曲回路部１７とが収納されている。尚、前記ド
ラム部３の外周面部３ａには、前記挿入部２ａを前記電
動装置１６に導く開口（図３参照）３ｂが形成されてい
る。
【００１７】前記リモコン６には、前記内視鏡挿入部２
ａの湾曲部１２を湾曲操作する湾曲入力制御部としてジ
ョイスティック６ａが設けられている。尚、符号６ｂ
は、前記リモコン６に設けた湾曲ＯＮボタンである。ま
た、前記内視鏡挿入部２ａの先端本体部１１は、視野方
向、視野角などの光学特性を変換する各種光学アダプタ
１８を着脱自在に取り付け可能である。
【００１８】図２（ａ）に示すように前記光学アダプタ
１８は、アダプタ本体１８ａにアダプタ側光学系１９ａ
を配置している。また、前記光学アダプタ１８は、前記
内視鏡２のライトガイド２１からの照明光を伝達する照
明光学系１９ｂを前記アダプタ本体１８ａに配置してい
る。
【００１９】前記内視鏡挿入部２ａ内には照明光を伝送
するライトガイド２１が挿通されている。このライトガ
イド２１の後端は前記光源部１４に固定され、この光源
部１４から供給される照明光を伝送し、前記先端本体部
１１を構成する先端部材２２の照明窓に固定された先端
面から、さらにその直前に配置された照明レンズ２３を
経て、前記照明光学系１９ｂを通してプラント内部等の
被写体側を照明する。
【００２０】この先端本体部１１には照明窓に隣接して
観察窓（撮像窓）が設けられ、この観察窓には対物光学
系２４が取り付けられている。この対物光学系２４の結
像位置には固体撮像素子として例えば電荷結合素子（Ｃ
ＣＤと略記）２５が配置されている。このＣＣＤ２５か
ら延出された信号線２６は、前記ドラム部３内の前記Ｃ
ＣＵ１５に接続されている。前記ＣＣＵ１５は、前記Ｃ
ＣＤ２５で光電変換した信号から標準的な映像信号を生
成してモニタ７に出力し、このモニタ７の画面上に被写
体像を表示できるようになっている。
【００２１】前記湾曲部１２は、環状に形成した節輪２
７を光軸方向に積み上げて、更に網管２８、チューブ体
２９を被覆して構成している。前記湾曲部１２の内部に
は、前記ライトガイド２１及び前記信号線２６が湾曲上
下方向に縦列又は、若干左右方向にずれる程度で配列さ
れている。尚、前記チューブ体２９の外側には、挿入部
２の基端側までほぼ全域を網管から形成される外皮３０
にて被覆されている。
【００２２】図２（ｂ）に示すように前記節輪２７に
は、この円環の円周をほぼ４等分する内周面の上下、左
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右に対応する位置に穴部３１ａを有するパイプ形状のワ
イヤ受け３１が固設されている。これらワイヤ受け３１
の穴部３１ａ内には、湾曲操作ワイヤ３２の挿入部側ワ
イヤ３２ａが摺動可能に挿通されている。これら挿入部
側ワイヤ３２ａの先端部は、前記先端部材２２の後端部
の上下、左右方向に対応する位置にそれぞれ固定されて
いる。このため、各方向に対応する挿入部側ワイヤ３２
ａが牽引弛緩されることによって、湾曲部１２が所望の
方向に湾曲し、前記先端本体部１１を所望の方向に向け
られるようになっている。前記挿入部側ワイヤ３２ａ
は、主にステンレス等の金属から形成されている案内管
３３にて前記挿入部２の基端側までガイドされている。
尚、前記挿入部側ワイヤ３２ａは、前記ドラム部３内で
電動装置側ワイヤ３２ｂと連結している（図４参照）。
【００２３】図３及び図４（ａ），（ｂ）に示すように
前記ドラム部３は、前記挿入部２ａを外周面に巻回する
管状部材４１と、この管状部材４１の両端開口を閉鎖す
る１組みの円板部材４２とで構成されている。尚、図中
上面開口を塞ぐ円板部材４２を上面板４３とし、下面側
開口を塞ぐ円板部材４２を下面板４４とする。
【００２４】前記管状部材４１と前記上面板４３及び下
面板４４とで構成されたドラム部３の内部空間には、内
蔵物として前記電動装置１６と、前記電動湾曲回路部１
７と、前記ＣＣＵ１５と、前記光源部１４と、図示しな
い電源ユニット等の周辺機器とが配置されている。
【００２５】前記挿入部２の基端部は、前記開口３ｂ及
び口金４５を介し前記電動装置１６に設置されている。
この電動装置１６と前記電動湾曲回路部１７は、駆動ケ
ーブル（図示しない）によって接続されている。また、
前記挿入部２ａ内を挿通して前記先端部本体１１から延
出してきた信号線２６は、前記ＣＣＵ１５に接続されて
いる。また、同様に前記挿入部２ａ内を挿通して前記先
端部本体１１から延出してきた前記ライトガイド２１
は、前記光源部１４に接続されている。
【００２６】前記ＣＣＵ１５は、前記信号線２６によっ
て前記ＣＣＤ２５から伝送された画像信号をＴＶ信号に
変換処理した後、このＴＶ信号をモニタ７へ送信するよ
うになっている。前記電動湾曲回路部１７は、リモコン
６のジョイスティック６ａを操作して得られる操作指示
信号から前記電動装置１６の後述するモータユニットを
駆動制御して前記湾曲部１２を所望の方向へ湾曲させる
ようになっている。前記光源部１４は、ランプ部１４
ａ、点灯装置１４ｂから構成され、前記ライトガイド２
１の後端面に照明光を供給するようになっている。ま
た、これら電動装置１６，電動湾曲回路部１７，光源部
１４は、図１で説明したように前記ドラム部３内に配設
され、前記収納ケース８に対し回動自在となっている。
【００２７】次に、前記電動装置１６について説明す
る。図４に示すように前記挿入部２の基端部は、アルミ
やステンレスの板材から形成されるベース本体４６に固
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設された電動装置１６に設置されている。この電動装置
１６として前記ベース本体４６には、モータユニット４
７が取り付けられている。
【００２８】このモータユニット４７は、前記湾曲部１
２の湾曲動作方向に応じて２個設けてあり、一方を湾曲
上下方向用モータユニット４７ａ、他方を湾曲左右方向
用モータユニット４７ｂとしている。前記湾曲上下方向
用モータユニット４７ａは、前記湾曲左右方向用モータ
ユニット４７ｂよりも前記外周面部４ａの内側に配置さ
れている。
【００２９】本実施の形態では、これら湾曲上下方向用
モータユニット４７ａ及び湾曲左右方向用モータユニッ
ト４７ｂは、前記湾曲部１２の湾曲方向に対する湾曲動
作特性に応じて、それぞれのモータの動作特性を設定す
るように構成する。
【００３０】これらモータユニット４７の回動自在な出
力軸４８には、前記モータユニット４７の動作と連動し
回動するスプロケット４９が固設されている（図６参
照）。そして、このスプロケット４９には、更に牽引弛
緩動作によって前記湾曲操作ワイヤ３２と接続するチェ
ーン５０が噛合している（図７参照）。
【００３１】図４（ａ）に示すように前記挿入部２ａの
基端側まで前記挿入部側ワイヤ３２ａをガイドしている
前記案内管３３は、前記ベース本体４６に設けた支持部
５１により固定されている。前記湾曲操作ワイヤ３２で
ある前記挿入部側ワイヤ３２ａと電動装置側ワイヤ３２
ｂとは、前記ベース本体４６上で連結部材５２を介して
連結している。
【００３２】図５に示すように前記挿入部側ワイヤ３２
ａは、前記電動装置側ワイヤ３２ｂに比べ細くワイヤを
使用し、電動装置側ワイヤ３２ｂは繰り返し曲げの耐性
が高い、太いしなやかなワイヤを使用している。
【００３３】本実施の形態では、挿入部側ワイヤ３２ａ
は、外形０．２～０．５程度までの１×３、１×７本撚
りのワイヤを使用し、電動装置側ワイヤ３２ｂは、挿入
部側ワイヤ３２ａよりも太径の、７×７本撚り、３×７
本撚り、７×１９本撚りなどのワイヤを使用している。
【００３４】前記連結部材５２は、前記挿入部側ワイヤ
３２ａ側の雄ネジ５２ａ，前記電動装置側ワイヤ３２ｂ
側の雌ネジ５２ｂから構成されている。前記雌ネジ５２
ｂは、前記電動装置側ワイヤ３２ｂ端に設けた口金５２
ｃによりネジ部を回動自在に支持されている。尚、これ
ら雄ネジ５２ａ、雌ネジ５２ｂは、ネジロック等の化学
的な緩み防止手段を設けて構成しているが、これら雌ネ
ジ５２ｂと雄ネジ５２ａとを被覆するよう、図５（ｂ）
に示すように熱収縮チューブ５３を設けても良い。
【００３５】次に、図６及び図７を用いて前記スプロケ
ット４９及び前記チェーン５０について説明する。図６
（ａ）及び図６（ｂ）に示すようにそれぞれのモータユ
ニット４７の出力軸４８には上下方向湾曲用及び左右方
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7
向湾曲用のスプロケット４９ａ，４９ｂが固設されてい
る。そして、例えば上下方向湾曲用のスプロケット４９
ａを前記ベース本体４６の下層５４ｂ側に、左右方向湾
曲用のスプロケット４９ｂを上層５４ａ側に配置してい
る。前記上層５４ａと前記下層５４ｂとの間には両層を
分離すると共に、前記チェーン５０等の案内の役目を果
たす仕切部材５５が設けてある。
【００３６】図７（ａ）、（ｂ）に示すように前記スプ
ロケット４９には、前記チェーン５０との歯合が外れる
ことを防止するためにカバー部材５６が設けており、更
に前記チェーン５０の走行を横方向で規制するため、ガ
ード５７が前記チェーン５０の両側に設けてある。更
に、チェーン５０の端部近傍の走行位置には、同じく横
方向に位置規制するガイド５８を設けてある。
【００３７】ここで、前記チェーン５０の端部には、前
記電動装置側ワイヤ３２ｂ端部に設けた雄部５９ａに係
合する雌部５９ｂが設けられており、この雄部５９ａと
雌部５９ｂとを係合固定することによって前記チェーン
５０と前記電動装置側ワイヤ３２ｂとが一体的に連結固
定されるようになっている。更に、前記電動装置側ワイ
ヤ３２ｂは、ベース本体４６に設けられている方向変換
部６０により、その延出方向を９０度以上確保した上で
変換するようにしている。
【００３８】次に、図８を用いて前記方向変換部６０に
ついて説明する。図８（ａ）に示すように前記方向変換
部６０は、ワイヤ保持部６０ａとワイヤ外れ防止部６０
ｂとで主に構成されている。前記ワイヤ保持部６０ａ
は、前記ベース本体４６に固定配置される支持板６１
と、この支持板６１に固設される２本の軸体６２と、こ
の軸体６２に積層配置されて前記電動装置側ワイヤ３２
ｂを回動自在に支持するローラ部６３とで構成されてい
る。
【００３９】図８（ｂ）に示すように前記ローラ部６３
は、上下、左右の前記電動装置側ワイヤ３２ｂにそれぞ
れ対応するように１つの軸体６２にそれぞれ２個積層配
置され、回動自在に軸支されている。積層されている上
方側のローラ部６３は、左右方向湾曲の電動装置側ワイ
ヤ３２ｂを支持している。一方、下方側のローラ部６３
は、上下方向湾曲の電動装置側ワイヤ３２ｂを支持して
いる。尚、前記軸体６２は、前記支持板６１にビス６４
によって一体的に固定されている。また、前記ローラ部
６３は、主にボールベアリングによって形成されてい
る。
【００４０】前記ワイヤ外れ防止部６０ｂは、前記電動
装置側ワイヤ３２ｂが外れるのを防止するようになって
いる。前記ワイヤ外れ防止部６０ｂは、円柱部材に中心
軸から位置ずれした位置に貫通孔６５ａを形成した偏心
パイプ部材６５であり、前記支持板６１にビス６６によ
って固定されている。
【００４１】次に、図９を用いて本実施の形態に用いら
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れる前記モータユニット４７について説明する。図４で
説明したように前記モータユニット４７は２個設けてあ
り、一方の湾曲上下方向用モータユニット４７ａは、他
方の湾曲左右方向用モータユニット４７ｂよりも外周面
部４ａの内側に配置されている。
【００４２】これらモータユニット４７は、図９に示す
ように駆動力を発生させる駆動源となるモータ部７１
と、このモータ部７１の駆動力を前記出力軸４８まで伝
達する平歯車等の歯車列から構成される減速ギヤ部７２
と、前記出力軸４８の回転量を検出するポテンショメー
タ７３とで構成されている。
【００４３】前記ポテンショメータ７３は、前記減速ギ
ヤ部７２を介して前記モータ部７１と並列に配置されて
いる。このポテンショメータ７３の突出量は、前記モー
タ部７１の突出量（Ｌｍ）よりも小さいものになってい
る。前記減速ギヤ部７２を介して回動する前記出力軸４
８は両軸タイプであり、この出力軸４８の一端側には前
記スプロケット４９が固設され、他端側には前記ポテン
ショメータ７３が配置してある。
【００４４】図中点線で示すように前記減速ギヤ部７２
から構成されるギヤードモータ部分である、前記ポテン
ショメータ７３側の出力軸４８に形成している嵌合穴４
８ａには、雌部となるポテンショメータ７３の回点軸７
４が嵌合している。そして、このポテンショメータ７３
の回点軸７４は、前記嵌合穴４８ａにビス、接着、はめ
あい等などで締結、連結され、前記出力軸４８の一端と
連続する形で配設固定されている。尚、前記ポテンショ
メータ７３は、多回転型回転角検知のポテンショメータ
を使用している。本実施の形態では、前記ポテンショメ
ータ７３は、３回転ないしは５回転型のものを使用して
いる。
【００４５】本実施の形態では、前記湾曲上下方向用モ
ータユニット４７ａの方が前記湾曲左右方向用モータユ
ニット４７ｂに比べ、減速ギヤ部７２（減速ギヤ部７２
ｂ）の減速比が高くトルクが大きいように構成されてい
る。このため、前記湾曲上下方向用モータユニット４７
ａの減速ギヤ部７２ａは、前記湾曲左右方向用モータユ
ニット４７ｂの減速ギヤ部７２ｂに比べギヤ比が大きい
分が大きくなっている。尚、本実施の形態では、モータ
部７１ａ、モータ部７１ｂは同仕様のものを用いる。
【００４６】上述のように構成した内視鏡装置１の作用
を説明する。内視鏡装置１は、保管時あるいは輸送時等
の使用以外での状態では、挿入部２がドラム部３の外周
に巻設されている。セッティング時には、先ず初めにＡ
Ｃケーブル５ａをコンセント等に接続する。次に収納ケ
ース８の蓋体８ｂを開け、リモコン６を取り出す。その
後、挿入部２の先端部１１近傍を待ち、ゆっくりと引っ
張り出す。すると、引っ張りの力によりドラム部３は回
転し、使用する分の挿入部２が引き出され、挿入部２の
準備は完了となる。
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【００４７】次に操作者は、まず観察に入る前に検査に
必要な光学アダプタ１８を選択し、先端部本体１１に取
り付ける。次に、フロントパネル５に設けられた本体の
電源（図示しない）をＯＮ状態とすることで、観察可能
な状態となる。
【００４８】そして、リモコン６の湾曲ＯＮボタン６ｂ
をＯＮ状態にすることで、湾曲可能状態となる。次に、
リモコン６を操作することで、内視鏡挿入部２ａの湾曲
操作を行う。
【００４９】ここで、リモコン６での操作による電動装
置１６の駆動動作について説明する。リモコン６のジョ
イスティック６ａを上下左右方向に操作することで、こ
のジョイスティック６ａの傾き角度に相応した信号が電
動湾曲回路部１７に伝達される。電動湾曲回路部１７
は、この操作信号に相応するスプロケット４９の回転量
を演算処理により算出し、モータ部７１に対し回転信号
を送信する。
【００５０】電動湾曲回路部１７からの回転信号により
モータ部７１は回転し、このモータ部７１の回転は減速
ギヤ部７２のギヤを介し出力軸４８を回転させる。出力
軸４８の回転量は、ポテンショメータ７３により位置検
知されている。このため、ポテンショメータ７３は、常
時出力軸４８の回転位置をモニタリングながらモータ部
７１の動作を行う。ポテンショメータ７３は、検知した
出力軸４８の回転位置と電動湾曲回路部１７で演算処理
にて算出した算出値とが一致した段階で、モータ部７１
の動作を停止するよう電動湾曲回路部１７にて制御され
る。このとき、内視鏡挿入部２ａの湾曲部１２を最大湾
曲角で湾曲させる場合がある。
【００５１】ここで、上述したようにポテンショメータ
７３は、多回転型のポテンショメータを使用している。
このため、湾曲部１２を最大湾曲角で湾曲させるような
湾曲操作ワイヤ３２を多く牽引弛緩しなければならない
場合、電動湾曲回路部１７の制御によりモータ部７１
は、出力軸４８即ちスプロケット４９を複数回回転させ
てチェーン５０を巻き上げることとなる。本実施の形態
では、ポテンショメータ７３は、３回転型もしくは５回
転型のポテンショメータを使用している。このため、湾
曲片側では、ポテンショメータ７３は、最大１回転半又
は最大２回転半使用することとなる。
【００５２】ジョイスティック６の操作により湾曲部１
２は、上記繰り返しによって湾曲し、検査時には先端部
本体１１を所望の方向に向け、対象物の観察を行うこと
が可能となる。
【００５３】湾曲部１２は、上記モータユニット４７の
動作によって、スプロケット４９が回動し、これと歯合
したチューン５０が牽引弛緩するのに伴い、このチュー
ン５０に接続した湾曲操作ワイヤ３２の牽引弛緩動作が
行われ、湾曲部１２が湾曲動作を行なう。
【００５４】この湾曲操作ワイヤ３２の牽引弛緩動作で
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は、主に挿入部側ワイヤ３２ａは案内管３３内で牽引弛
緩動作され、電送装置側ワイヤ３２ｂは主に方向変換部
６０のローラ部６３部分を中心に牽引弛緩動作されるこ
とになる。そして、湾曲部１２は湾曲し、検査時には先
端部本体１１を所望の方向に向け、対象物の観察を行
う。
【００５５】湾曲部１２が湾曲動作をする場合には、図
１０に示すように湾曲部１２の内部に配置された信号線
２６，ライトガイド２１などの内蔵物を徐々に曲げてい
き、最終的に最大湾曲角度付近では、内蔵物を座屈しな
い程度に曲げ、湾曲部１２自身を湾曲させている。
【００５６】このため、図２で説明したように信号線２
６，ライトガイド２１等の内蔵物が湾曲上下方向に縦列
している場合には、湾曲部１２を左右方向に湾曲させる
よりも、上下方向に湾曲させる方が内蔵物の曲げ抵抗が
強い。従って、湾曲部１２は、下方向にはとりわけ大き
な湾曲力量つまり、湾曲操作ワイヤ３２の引っ張り力量
を大きくする必要がある。
【００５７】本実施の形態では、湾曲部１２の上下方向
側のモータユニット４７として、上述したトルクと共
に、大きな湾曲上下方向用モータユニット４７ａを配設
している。また、湾曲部１２の左右方向側のモータユニ
ット４７として、湾曲上下方向用モータユニット４７ａ
に比べ、トルクと共に、小さな湾曲左右方向用モータユ
ニット４７ｂを配している。
【００５８】このため、湾曲上下方向用モータユニット
４７ａはその特性を活かし、抵抗に負けることなく湾曲
部１２をこの上下方向に湾曲させることが可能である。
また、湾曲左右方向用モータユニット４７ｂは、湾曲部
１２の左右方向の抵抗がさほど大きくないため、湾曲上
下方向用モータユニット４７ａほどトルクが無くとも湾
曲部１２をこの左右方向に湾曲させることが可能であ
る。
【００５９】上述したように、電動装置１６の動作に呼
応して、チェーン５０から電動装置側ワイヤ３２ｂ、連
結部材５２、挿入部側ワイヤ３２ａに動作が伝達するこ
とにより、湾曲部１２の湾曲動作が行われる、電動装置
側ワイヤ３２ｂは、チェーン５０により牽引弛緩された
際には、ローラ部６３を回転させながら自身を進退させ
る。この電動装置側ワイヤ３２ｂの進退動作に伴って、
連結部材５２により連結された挿入部側ワイヤ３２ａも
進退動作することとなる。つまり、繰り返し曲げが加わ
る部分は、電動装置側ワイヤ３２ｂのみとなる。
【００６０】内視鏡検査としては、挿入部２ａを対象物
に挿入し、この湾曲動作を行うことで、対象物の対象部
位を観察、検査を行うこととなる。そして、検査終了後
は、挿入部２ａをドラム部３に巻き付け、使用したリモ
コン６をケース本体１２内に挿入し、電源をＯＦＦとす
ることで使用状態は終了し、収納ケース８は、このケー
ス本体の蓋体８ｂを閉めることで、検査が完了となる。
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これにて、内視鏡装置１は、保管状態となる。
【００６１】この結果、本実施の形態の内視鏡装置１
は、以下に記載する効果を得る。従来の内視鏡装置は、
同一のモータユニット４７を上下方向、左右方向の２個
を設けていた。このため、湾曲部１２の湾曲負荷、抵抗
に方向性がある場合には、負荷の小さい側ではモータユ
ニット４７が過剰な性能（湾曲力量、牽引量）になる傾
向があった。
【００６２】しかしながら、本実施の形態の内視鏡装置
１は、湾曲部１２の湾曲負荷の方向性に合わせ、モータ
ユニット４７のトルクを変えることで、その傾向を解消
することができる。つまり、モータユニット４７が過剰
な性能（湾曲力量、牽引量）であれば、必要以上にモー
タユニット４７自身が大きいため、装置自体が大きくな
り、重量が増大するといった不具合があった。特に、モ
ータユニット４７は電動装置１６としてドラム部３内に
入っているため、従来のように左右方向側の湾曲左右方
向用モータユニット４７ｂを湾曲上下方向用モータユニ
ット４７ａと同様のものを使用すれば、図４（ａ）のア
部がドラム部３の管状部材４１の内周面にぶつかってし
まうため、ドラム部３自身を大きくせざるを得なくな
る。つまり、ドラム部３が大きくなれば収納ケース８も
大きくせざるを得なくなる。
【００６３】しかしながら、本実施の形態の内視鏡装置
１は、その不具合が解消し、装置自身を小型軽量化でき
る。
【００６４】また、方向変換部６０は、ローラ部６３の
繰り返し曲げを挿入部側ワイヤ３２ａではなく、太径の
電動装置側ワイヤ３２ｂで負うことにより、湾曲操作ワ
イヤ３２トータルとしての耐久性が増すという効果があ
る。つまり、１×３本撚りや１×７本撚りといった少数
撚りのワイヤは、０．２１～０．５程度の細径でも引っ
張りの強度は高いという長所はあるが、しなやかさに欠
け、曲げ耐性が弱いという問題がある。挿入部２ａ内に
湾曲操作ワイヤ３２を配置させるには、湾曲操作ワイヤ
３２が細径である方が挿入部２ａを細径にできるため、
メリットはあるが、そのまま挿入部側ワイヤ３２ａを方
向変換部６０にて方向転換すれば、繰り返し曲げの耐性
はない。
【００６５】しかしながら、本実施の形態の内視鏡装置
１は、連結部材５２により曲げ耐性の優れた電動装置側
ワイヤ３２ｂを配することで、挿入部２ａの細径のメリ
ットを保ちつつ、挿入部側ワイヤ３２ａのしなやかさに
欠け、曲げ耐性が弱いという弱点をカバーできる。
【００６６】尚、図２で説明した挿入部２ａの内蔵物と
して信号線２６，ライトガイド２１等の配列が湾曲上下
方向に縦列ではなく、湾曲左右方向に並列で配設となっ
た場合は、湾曲左右方向の負荷が高くなる。この場合、
湾曲上下方向用モータユニット４７ａ、湾曲上下方向用
モータユニット４７ａを左右方向湾曲用、湾曲左右方向
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用モータユニット４７ｂ、湾曲左右方向用モータユニッ
ト４７ｂを上下方向湾曲用としても良い。また、挿入部
２ａの内蔵物として信号線２６，ライトガイド２１に限
らず、鉗子などを挿通させるチャンネルや送気送水を行
う送気送水チューブ、鉗子起上台を起立させる鉗子起上
ワイヤが配列された場合も同じである。
【００６７】尚、上述した実施例の出力、トルク以外に
もこの回転数が、湾曲負荷に対して適正となる用、モー
タ部７１の出力、減速ギヤ部７２の減速比を大小させて
もなんら問題はない。また、上述した減速ギヤ部７２の
出力、トルク、回転数、モータ部７１の減速比を組み合
わせて、２個のモータユニット４７の動作特性を代償さ
せてもなんら問題はない。また、上記実施の形態に用い
られるモータユニット４７は、ＤＣモータを用いている
が、ＡＣモータであっても良く、また超音波モータであ
ってもなんら問題はない。
【００６８】（第２の実施の形態）図１１ないし図１３
は本発明の第２の実施の形態に係り、図１１は本発明の
第２の実施の形態の内視鏡装置の電動装置を構成するベ
ース本体を示す説明図であり、図１１（ａ）は図３のＢ
矢視図、図１１（ｂ）は同図（ａ）のＣ’－Ｃ’線断面
図、図１２はベース本体の配置固定付近を示す説明図で
あり、図１２（ａ）はベース本体の略全体構成を示す断
面図、図１２（ｂ）は同図（ａ）の仕切り部材を説明す
る拡大断面図、図１３は電動装置の構成を説明する説明
図であり、図１３（ａ）は図１２（ａ）のＥ’－Ｅ’線
断面図、図１３（ｂ）は図１２（ａ）のＤ’－Ｄ’線断
面図である。
【００６９】上記第１の実施の形態では、前記湾曲上下
方向用モータユニット４７ａの方が前記湾曲左右方向用
モータユニット４７ｂに比べ、減速ギヤ部７２（減速ギ
ヤ部７２ｂ）の減速比が高くトルクが大きいように構成
されているが、本第２の実施の形態では、湾曲上下方向
用モータユニットの方が湾曲左右方向用モータユニット
に比べ、モータ部７１の出力が大きいように構成する。
それ以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので
説明を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明す
る。
【００７０】図１１～図１３に示すように本第２の実施
の形態の内視鏡装置に用いられるモータユニット１０１
は、前記湾曲部１２の上下方向側のモータユニットとし
て湾曲上下方向用モータユニット１０１ａ及び前記湾曲
部１２の左右方向側のモータユニットとして湾曲左右方
向用モータユニット１０１ｂの２個設けて構成される。
【００７１】前記湾曲上下方向用モータユニット１０１
ａは、前記湾曲左右方向用モータユニット１０１ｂより
も外周面部４ａの内側に配置されている。
【００７２】また、前記湾曲上下方向用モータユニット
１０１ａは、前記湾曲左右方向用モータユニット１０１
ｂに比べ、モータ部７１ａの出力が大きく、太径で大き
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くなっている。尚、本実施の形態では、減速ギヤ部７２
ａ、減速ギヤ部７２ｂは同仕様のものを使用している。
【００７３】このため、湾曲上下方向用モータユニット
１０１ａはその特性を活かし、抵抗に負けることなく湾
曲部１２をこの上下方向に湾曲させることが可能であ
る。また、湾曲左右方向用モータユニット１０１ｂは、
湾曲部１２の左右方向の抵抗がさほど大きくないため、
湾曲上下方向用モータユニット１０１ａほどトルクが無
くとも湾曲部１２をこの左右方向に湾曲させることが可
能である。
【００７４】従来の内視鏡装置は、同一のモータユニッ
トを上下方向、左右方向の２個を設けていた。このた
め、湾曲部１２の湾曲負荷、抵抗に方向性がある場合に
は、負荷の小さい側ではモータユニットが過剰な性能
（湾曲力量、牽引量）になる傾向があった。
【００７５】しかしながら、本第２の実施の形態の内視
鏡装置は、湾曲部１２の湾曲負荷の方向性に合わせ、モ
ータユニット１０１（モータ部７１）の出力を変えるこ
とで、その傾向を解消することができる。つまり、モー
タユニット１０１が過剰な性能（湾曲力量、牽引量）で
あれば、必要以上にモータユニット１０１自身が大きい
ため、装置自体が大きくなり、重量が増大するといった
不具合があった。特に、モータユニット１０１は電動装
置１６としてドラム部３内に入っているため、従来のよ
うに左右方向側の湾曲左右方向用モータユニット１０１
ｂを湾曲上下方向用モータユニット１０１ａと同様のも
のを使用すれば、図１１（ａ）のア部がドラム部３の管
状部材４１の内周面にぶつかってしまうため、ドラム部
３自身を大きくせざるを得なくなる。つまり、ドラム部
３が大きくなれば収納ケース８も大きくせざるを得なく
なる。
【００７６】しかしながら、本第２の実施の形態の内視
鏡装置は、その不具合が解消し、装置自身を小型軽量化
できる。
【００７７】また、本第２の実施の形態の内視鏡装置
は、副次的な効果として以下のことが挙げられる。モー
タの駆動方法としてのパルス駆動は、ある同一のパルス
をモータに加えた場合、モータの出力が異なれば、１個
あたりのパルスにて発するトルク、回転角度、速度が異
なってくる。つまり、湾曲部１２の湾曲負荷に方向性が
ある場合、同じモータユニット１０１を２個設けたとき
には、湾曲部１２の各方向で同じ湾曲スピードにしよう
とした場合には、各方向でパルスの仕様（パルスＯＮ時
の幅、ＯＦＦ時の幅、電圧高さ）などを一つ一つ変える
必要がある。このため、電動湾曲回路部１７の湾曲動作
をさせるプログラムは、複雑になり、容量も増大する。
【００７８】湾曲方向により湾曲部１２の内蔵物の曲げ
負荷には方向性があり、ある方向で大きな湾曲操作ワイ
ヤ３２の引っ張り力量が必要な場合には、湾曲操作ワイ
ヤ３２が弾性変形し易くなる。このため、湾曲操作ワイ
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ヤ３２は、ある程度弾性伸びをすることとなる。即ち、
同じ湾曲角度を得るには、伸びた分多くの湾曲操作ワイ
ヤ３２を引っ張る必要がある。この場合、湾曲操作ワイ
ヤ３２の伸びた分だけ湾曲させるのに時間がかかってい
ては、操作性が低下し、検査効率が落ちる可能性があ
る。このため、その分速く湾曲操作ワイヤ３２を引っ張
る必要がある。即ち、ある方向ではモータの回転数を増
大させることが必要になる。
【００７９】しかしながら、本第２の実施の形態の内視
鏡装置は、湾曲負荷の高い側のモータ部７１ａの出力を
大きくしているため、同様のパルスを与えても、モータ
部７１ｂよりもトルク、回転速度、角度が大きくなる。
つまり、モータ部７１ａとモータ部７１ｂと出力の比率
を適切なものにしているので、同一の電動湾曲回路部１
７の制御にて湾曲部１２の各方向の湾曲スピードを一定
にできる。即ち、電動湾曲回路部１７のプログラムの複
雑化、増大化を防止する効果もある。この結果、本第２
の実施の形態の内視鏡装置は、上記第１の実施の形態と
同様な効果を得ることができる。
【００８０】ところで、上述したように従来の内視鏡装
置は湾曲部１２を動作させた場合、その動作の頻度に応
じて電動湾曲回路部１７が発熱してくる。通常、従来の
内視鏡装置は、電動湾曲回路部１７上にヒートシングを
設置し放熱している。しかしながら、従来の内視鏡装置
は、ドラム部３内のスペースの関係で、熱効率の良いヒ
ートシンクを設けることができない場合が往々にしてあ
る。
【００８１】そこで、図１４を用いて電動湾曲回路部１
７を冷却可能に構成した内視鏡装置について説明する。
図１４は、電動湾曲回路部１７を冷却可能に構成した内
視鏡装置を説明するドラム部３の断面図である。
【００８２】図１４に示すように内視鏡装置は、電動湾
曲回路部１７をベース本体４６にて放熱するように構成
している。前記ベース本体４６は、このベース本体４６
の一部に電動湾曲回路部１７上で発熱体となるパワーア
ンプ１１０を取り付けている。前記ベース本体４６は、
前記ドラム部３の下面板４４にビスにて固設されてい
る。前記ベース本体４６は、このベース本体４６全体で
前記電動湾曲回路部１７の放熱を行うようになってい
る。また、前記ドラム部３の上面板４３の外部には、フ
ァン１１１が設けられている。
【００８３】前記ドラム部３の上面板４３及び下面板４
４には、通気用の通気穴１１２を複数形成しており、前
記ベース本体４６の放熱効率を上げている。これによ
り、電動湾曲回路部１７を冷却することが可能である。
【００８４】尚、本発明は、上記した実施の形態にのみ
限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００８５】［付記］
（付記項１）  湾曲操作ワイヤを牽引弛緩して内視鏡挿
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入部の湾曲部を湾曲動作させるモータを備え、このモー
タは、前記湾曲部の湾曲動作方向に応じて少なくとも２
個備え、且つ前記湾曲部の湾曲方向に対する湾曲動作特
性に応じて、それぞれのモータの動作特性を設定したこ
とを特徴とする内視鏡装置。
【００８６】（付記項２）  前記少なくとも２つのモー
タは、動作特性として出力、トルク、回転数のうち、少
なくともいずれか１つが異なることを特徴とする付記項
１に記載の内視鏡装置。
【００８７】（付記項３）  前記少なくとも２つのモー
タは、一方を湾曲上下方向側とし、他方を湾曲左右方向
側として配し、前記湾曲上下方向側のモータと前記湾曲
左右方向側のモータとは、動作特性として出力、トル
ク、回転数のうち、少なくともいずれか１つが異なるこ
とを特徴とする付記項１に記載の内視鏡装置。
【００８８】（付記項４）  前記少なくとも２つのモー
タは、ギヤードモータであることを特徴とする付記項１
に記載の内視鏡装置。
（付記項５）  前記少なくとも２つのモータは、超音波
モータであることを特徴とする付記項１に記載の内視鏡
装置。
【００８９】（付記項６）  前記ギヤードモータは、モ
ータ部分で動作特性を変更可能であることを特徴とする
付記項４に記載の内視鏡装置。
（付記項７）  前記ギヤードモータは、ギヤ部分で動作
特性を変更可能であることを特徴とする付記項４に記載
の内視鏡装置。
【００９０】（付記項８）  前記ギヤードモータは、Ｄ
Ｃモータであることを特徴とする付記項４に記載の内視
鏡装置。
（付記項９）  前記ギヤードモータは、ＡＣモータであ
ることを特徴とする付記項４に記載の内視鏡装置。
【００９１】（付記項１０）  前記ギヤードモータは、
モータの径が異なることを特徴とする付記項５に記載の
内視鏡装置。
（付記項１１）  前記ギヤードモータは、ギヤボックス
の大きさが異なることを特徴とする付記項８に記載の内
視鏡装置。
【００９２】（付記項１２）  細長な内視鏡挿入部の湾
曲部に一端を接続し、牽引弛緩されることで前記内視鏡
挿入部の前記湾曲部を湾曲動作させる湾曲操作ワイヤ及
びこの湾曲操作ワイヤの牽引方向を方向変換する方向変
換手段を備え、前記湾曲操作ワイヤは、前記内視鏡挿入
部側を細径ワイヤにて形成し、前記方向変換手段側を太
径ワイヤにて形成して、これら細径ワイヤ及び太径ワイ
ヤを中継手段にて接続したことを特徴とする内視鏡装
置。
【００９３】（付記項１３）  前記湾曲操作ワイヤは、
この牽引動作をモータにて行うことを特徴とする付記項
１２に記載の内視鏡装置。
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【００９４】（付記項１４）  前記中継手段は、前記内
視鏡挿入部側の前記細径ワイヤ端部に設けた雄ネジ部及
びこの雄ネジ部と螺合自在になるよう前記方向変換手段
側の前記太径ワイヤ端部に設けた雄ネジ部で構成したこ
とを特徴とする付記項１２に記載の内視鏡装置。
【００９５】（付記項１５）  前記方向変換手段側の前
記太径ワイヤは、前記内視鏡挿入部側の前記細径ワイヤ
よりも撚り数が多いことを特徴とする付記項１２に記載
の内視鏡装置。
【００９６】（付記項１６）  前記細径ワイヤ端部に設
けた雄ネジ部と前記太径ワイヤ端部に設けた雄ネジ部と
の螺合が緩むことを防止する緩み防止手段を設けたこと
を特徴とする付記項１４に記載の内視鏡装置。
【００９７】（付記項１７）  前記緩み防止手段は、ネ
ジロック剤であることを特徴とする付記項１６に記載の
内視鏡装置。
（付記項１８）  前記緩み防止手段は、前記細径ワイヤ
端部に設けた雄ネジ部と前記太径ワイヤ端部に設けた雄
ネジ部とを被覆する熱収縮チューブであることを特徴と
する付記項１６に記載の内視鏡装置。
【００９８】［付記項１４～１８の従来技術］一般に、
内視鏡装置は、細長の内視鏡挿入部に湾曲自在な湾曲部
を設けている。前記内視鏡装置は、湾曲部内に挿通した
湾曲操作ワイヤなど牽引部材を牽引弛緩させることによ
って、湾曲部を湾曲動作させるようになっている。ま
た、近年、内視鏡装置は、湾曲部を湾曲させる湾曲操作
の省力化を狙い、コントローラを用いて湾曲操作するこ
とにより、湾曲操作ワイヤなど牽引部材を電動で牽引弛
緩し、湾曲部を湾曲動作させるものがある。
【００９９】このような内視鏡装置は、例えば、実公平
２－９７６２号公報に記載されているように、湾曲操作
ワイヤの牽引方向を方向変換手段により変えて牽引可能
に構成しているものが提案されている。
【０１００】［付記項１４～１８の解決課題］しかしな
がら、上記内視鏡装置は、方向変換手段により湾曲操作
ワイヤの牽引方向を変えて、繰り返し牽引弛緩動作をす
ることで、繰り返し曲げ負荷又は摩耗により、湾曲操作
ワイヤが破断し易くなる問題がある。
【０１０１】［付記項１４～１８の目的］湾曲動作によ
る繰り返し牽引弛緩動作をしても、ワイヤが破断せず、
検査に支障をきたさない内視鏡装置を提供することを目
的とする。
【０１０２】［付記項１４～１８の解決手段］前記目的
を達成するため付記項１２に記載の内視鏡装置は、細長
な内視鏡挿入部の湾曲部に一端を接続し、牽引弛緩され
ることで前記内視鏡挿入部の前記湾曲部を湾曲動作させ
る湾曲操作ワイヤ及びこの湾曲操作ワイヤの牽引方向を
方向変換する方向変換手段を備え、前記湾曲操作ワイヤ
は、前記内視鏡挿入部側を細径ワイヤにて形成し、前記
方向変換手段側を太径ワイヤにて形成して、これら細径
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ワイヤ及び太径ワイヤを中継手段にて接続したことを特
徴としている。この構成により、湾曲動作による繰り返
し牽引弛緩動作をしても、ワイヤが破断せず、検査に支
障をきたさない内視鏡装置を実現する。
【０１０３】［付記項１４～１８の効果］湾曲動作によ
る繰り返し牽引弛緩動作をしても、ワイヤが破断せず、
検査に支障をきたさない内視鏡装置を実現することがで
きる。
【０１０４】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、各
湾曲方向に対して操作性良く、観察に適した湾曲性能を
有する内視鏡装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の内視鏡装置の全体
構成を示す全体構成図
【図２】図１の内視鏡挿入部及びこの内視鏡挿入部の先
端部に取り付けられる光学アダプタを説明する説明図
【図３】図１の収納ケースの内部空間に内蔵物を配置し
たドラム部を説明する透視図
【図４】電動装置を構成するベース本体を示す説明図
【図５】図４（ａ）の口金付近の拡大図
【図６】ベース本体の配置固定付近を示す説明図
【図７】電動装置の構成を説明する説明図
【図８】ベース本体に設けられる方向変換手段の構成を
説明する説明図
【図９】本実施の形態のモータユニットの具体的構成を
示す説明図
【図１０】本発明の第１の実施の形態の作用を説明する*
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*説明図
【図１１】本発明の第２の実施の形態の内視鏡装置の電
動装置を構成するベース本体を示す説明図
【図１２】ベース本体の配置固定付近を示す説明図
【図１３】電動装置の構成を説明する説明図
【図１４】電動湾曲回路部を冷却可能に構成した内視鏡
装置を説明するドラム部の断面図
【符号の説明】
１            …内視鏡装置
２            …内視鏡（工業用内視鏡）
２ａ          …挿入部
３            …ドラム部
１１          …先端部本体
１２          …湾曲部
１６          …電動装置
１７          …電動湾曲回路部
３２          …湾曲操作ワイヤ
３２ａ        …挿入部側ワイヤ
３２ｂ        …電動装置側ワイヤ
４７          …モータユニット
４７ａ        …湾曲上下方向用モータユニット
４７ｂ        …湾曲左右方向用モータユニット
４９          …スプロケット
５０          …チェーン
７１          …モータ部
７２          …減速ギヤ部
７３          …ポテンショメータ

【図１】
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